
日本人口学会第61回大会

日本人口学会（会長：森岡仁・駒澤大学経済学部教授）の第61回大会は2009年6月12日～14日，松

下敬一郎・大会運営委員長（関西大学経済学部教授）のご尽力により，関西大学千里山キャンパス

（大阪府吹田市）にて開催され活発な研究発表と討議がおこなわれた．6月13日（土）と14日（日）

には，シンポジウム，テーマセッション（1，2，3）および8部会16セッションに及ぶ自由論題報

告が実施され，159名（うち会員は145名）が参加した．

また6月12日（金）午後には，少子化対策における自治体の取り組みを支援するための「特別セッ

ション」が催され59名の参加があった．3日間の参加者は181名（うち会員は145名）に上る．各々の

組織者，座長，報告者，報告題目，討論者等は以下の通りである．

第1日 6月12日（金） 午後

○特別セッション 少子化と次世代育成支援に関するフォーラム

＜司会・進行＞加藤 久和（日本人口学会理事・明治大学）

第一部 低出生率に関する人口学的研究

挨 拶 森岡 仁 （日本人口学会会長・駒澤大学）

［基調講演］

1．低出生率と少子化対策の展開 高橋 重郷（国立社会保障・人口問題研究所）

［報 告］

2．少子化対策の動向 守泉 理恵（国立社会保障・人口問題研究所）

3．自治体担当者アンケートの分析結果 鎌田 健司（国立社会保障・人口問題研究所）

4．自治体の少子化対策について 工藤 豪 （埼玉学園大学）

第二部 次世代育成支援に関する自治体の取り組み

自治体の次世代育成支援に関する取り組みの紹介

1．岡山県笠岡市 藤井 一男（総務部職員課）

2．兵庫県西宮市 北田 晋一（健康福祉局こども部）

3．兵庫県南あわじ市 福原 敬二（健康福祉部少子対策課）

4．福岡県福岡市 宮崎 晶子（こども未来局総務企画課）

挨拶・まとめ 安藏 伸治（日本人口学会副会長・明治大学）

第2日 6月13日（土） 午前の部

○テーマセッション1

「人口統計の研究・教育基盤の整備―人口統計の新たな利用可能性の開拓に向けて―」

＜組織者＞森 博美（法 政 大 学）

＜座 長＞村上あかね（東 京 大 学）

＜討論者＞阿藤 誠 （早稲田大学）

大林 千一（帝 京 大 学）
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1．マイクロデータ活用のための新たな法制度と統計センターの取組

阿向泰二郎（独立行政法人統計センター）

2．ミクロデータの試行的提供とその後継事業 山口 幸三（一 橋 大 学）

3．就業構造基本調査のミクロデータの現状と課題 小崎 敏男（東 海 大 学）

4．人口学教育とＪＧＳＳ 新田目夏実（拓 殖 大 学）

5．統計個票情報の情報特性とその潜在的利用可能性 森 博美（法 政 大 学）

○自由論題報告

【第1部会】

＜座長＞吉田 良生（椙山女学園大学）

1．地域別にみた社会増減と自然増減の関係 小池 司朗（国立社会保障・人口問題研究所）

2．飛騨地域の人口移動―岐阜県人口動態統計調査の特別集計結果―

伊藤 薫 （岐阜聖徳学園大学）

3．発展途上国の人口センサスにおける都市人口の定義について 阿部 隆 （日本女子大学）

大友 篤 （ICONS国際協力株式会社）

＜座長＞西川由比子（城 西 大 学）

4．工業化と国内人口移動―タイの事例から― 渡辺真知子（明 海 大 学）

5．ラオス南部サバンナケット農村の人口変動（1）国際人口移動について

中川 聡史（神 戸 大 学）

6．ラオス南部サバンナケット農村の人口変動（2）主に出生力低下について

髙橋 眞一（新潟産業大学）

【第2部会】

＜座長＞岡田あおい（慶應義塾大学）

1．韓国における保育費用と母親の雇用 曺 成虎（慶應義塾大学）

2．夫の育児と追加出生に関する国際比較分析 水落 正明（三 重 大 学）

3．宗教別人口推計方法の比較 小島 宏 （早稲田大学）

＜座長＞岡田あおい（慶應義塾大学）

4．前近代日本の死亡危機と婚姻ネットワーク 戸石 七生（日本学術振興会）

吉田あつし（筑 波 大 学）

5．在郷町における死亡と社会経済格差～郡山上町人別改帳のイベントヒストリー分析～

黒須 里美（麗 澤 大 学）

高橋美由紀（立 正 大 学）

【第3部会】

＜座長＞早瀬 保子（元アジア経済研究所）

1．中国における出稼ぎ労働者たちの給料の影響要因

～北京・上海・広東の実証調査から～ 劉 士傑（東京農工大学）

2．中国農村部における高齢者生活と社会保障～2008年海南省の調査から～

聶 海松（東京農工大学）
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＜座長＞若林 敬子（東京農工大学）

3．中国における社会経済開発と少数民族問題－新疆ウィグル自治区を分析対象として－

大塚 友美（日 本 大 学）

第2日 6月13日（土） 午後の部

○会長講演 森岡 仁 （駒 澤 大 学）

○シンポジウム

「若者の就業と家族形成に何が起こっているのか？：労働市場・ジェンダー・親子関係の視点から」

＜組織者＞松下敬一郎（関 西 大 学）

＜座 長＞佐藤龍三郎（国立社会保障・人口問題研究所）

＜討論者＞永瀬 伸子（お茶の水女子大学）

渡辺 秀樹（慶應義塾大学）

1．労働市場の視点から 樋口 美雄（慶應義塾大学）

2．ジェンダーの視点から 津谷 典子（慶應義塾大学）

3．親子関係の視点から 鈴木 透 （国立社会保障・人口問題研究所）

第3日 6月14日（日） 午前の部

○テーマセッション2 人口移動研究の新しい視点（その1）：外国人の移動

＜組織者＞石川 義孝（京 都 大 学）

＜座 長＞柳下真知子（日 本 大 学）

＜討論者＞吉田 良生（椙山女学園大学）

1．外国人の居住地選択におけるエスニック・ネットワークの役割

～国勢調査データを用いた人口移動理論からの分析～ 是川 夕 （内 閣 府）

2．日系ブラジル人出稼ぎ労働者の定住過程と永住意向 中川 雅貴（オーストラリア国立大学）

3．地域における「補充」外国人の可能性 鈴木江理子（立 教 大 学）

○自由論題報告

【第4部会】

＜座長＞高橋 重郷（国立社会保障・人口問題研究所）

1．平成22年国勢調査の実施に向けて～検討状況報告～ 水澤 知洋（総務省統計局）

2．国勢調査同居児表に基づくパリテイ別人口の推計について 松村 迪雄（総務省統計研修所）

3．無就業・無就学の壮年者 西 文彦（総務省統計研修所）

＜座長＞安藏 伸治（明 治 大 学）

4．人口関連の中規模標本調査の最近の調査結果の精度 山田 茂 （国士舘大学）

5．行政記録に基づく人口統計の現状と課題 石川 晃 （国立社会保障・人口問題研究所）

【第5部会】

＜座長＞鈴木 透 （国立社会保障・人口問題研究所）
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1．なぜ第三次ベビーブームは起こらなかったのか

～第二次ベビーブーム世代の出生行動からの考察～ 町田 俊治（駒 澤 大 学）

2．夫婦間の共通の基盤・ギブアンドテイクが出生率に与える影響

佐藤 晴彦（平成国際大学）

3．性比からみた日本の人口状況の推移 坂井 博通（埼玉県立大学）

＜座長＞加藤 久和（明 治 大 学）

4．人口変数を導入した経済分析について～波動分析の試み～ 山田 勝裕（京都産業大学）

5．子育て支援と財政負担～人口内生モデルの視点から～ 小黒 一正（経済産業研究所）

高畑純一郎（財務総合政策研究所）

6．経済的ライフサイクルの視点からみた子どものコストの分析 小川 直宏（日 本 大 学）

松倉 力也（日 本 大 学）

【第6部会】

＜座長＞林 謙治（国立保健医療科学院）

1．疾病対策の知識装置としての構造的人口統計 池田 一夫（東京都健康安全研究センター）

灘岡 陽子（東京都健康安全研究センター）

倉科 周介（老人保健施設ケアセンター阿見）

2．最適消費経路と死亡曲線：生活史理論による考察 影山 純二（明 海 大 学）

3．高齢期における死亡年齢パターンの地域変異と時系列変化の分析

金子 隆一（国立社会保障・人口問題研究所）

三田 房美（国立社会保障・人口問題研究所）

＜座長＞河野 稠果（麗 澤 大 学）

4．未婚者の就業行動と初婚行動の変化が有配偶人口に与える影響の分析

別府 志海（国立社会保障・人口問題研究所）

5．初婚表におけるテンポ効果 廣嶋 清志（島 根 大 学）

6．多状態人口学における純再生産率と状態別再生産数 稲葉 寿 （東 京 大 学）

第3日 6月14日（日） 午後の部

○テーマセッション3 人口移動研究の新しい視点（その2）：日本人の移動

＜組織者＞石川 義孝（京 都 大 学）

＜座 長＞酒井 高正（奈 良 大 学）

高橋 眞一（新潟産業大学）

＜討論者＞中川 聡史（神 戸 大 学）

井上 孝 （青山学院大学）

1．札幌市の少子化：人口移動と性比の変化 原 俊彦（札幌市立大学）

2．女性の東京圏への移動傾向と結婚行動の変化 丸山 洋平（慶應義塾大学）

3．高齢者の人口移動と世帯動態 清水 昌人（国立社会保障・人口問題研究所）

4．非大都市圏における高齢者の流入 平井 誠 （神奈川大学）

5．「田舎暮らし」は理想のライフスタイルか？～農村移住による生活の質（QOL）

…………

…………………………………………………………………

………………………………

……

…………

…

……………

………………

………………………………………………………

………………………………………………………

…………………………………………

……………

…………………………

……………………

……………………………

…………………………………

―110―



変化を探る～ 飯坂 正弘（独立行政法人中央農業総合研究センター）

【第7部会】

＜座長＞新田目夏実（拓 殖 大 学）

1．第1子出生夫婦に関する就業状態等の特徴とその変化

～2002，2007年就業構造基本調査の個票データを用いた分析～

藤澤由貴子（総務省統計局）

佐藤 朋彦（総務省統計局）

2．景気認識が結婚・出産意向に与える影響 松田 茂樹（第一生命経済研究所）

3．経済環境および家族政策が出生率に及ぼす影響 増田 幹人（東 洋 大 学）

＜座長＞永井 保男（東京女学館大学）

4．要介護高齢者の費用負担の動向に関する考察 小島 克久（国立社会保障・人口問題研究所）

5．超高齢化社会の人間開発指数（HDI） 野上 裕生（ジェトロ・アジア経済研究所）

【第8部会】

＜座長＞早乙女智子（神奈川県立汐見台病院）

1．性と生殖に関わる夫婦間の関係について

～質的データが示すセックスレスの背景～ 森木 美恵（国際基督教大学）

松倉 力也（日 本 大 学）

2．日本における近年の家族形成パターン～地理・地域の視点からみた関連性～

鎌田 健司（国立社会保障・人口問題研究所）

岩澤 美帆（国立社会保障・人口問題研究所）

3．有配偶女性の離職と再就職 四方 理人（慶應義塾大学）

＜座長＞阿藤 誠 （早稲田大学）

4．母子保健施策の指標に関する研究～フィリピンでの調査を中心に～

山口今日子（東 京 大 学）

浦 みどり（非営利活動法人子育て支援 G.A.）

西田 良子（家族計画国際協力財団）

池上 清子（国連人口基金東京事務所）

5．リプロダクティヴ・セキュリティ概念の一考察 谷口真由美（大阪国際大学）

6．21世紀の世界の「人口・開発」問題について考える

～「人口爆発」論と「人口衰退」論を超えて～ 佐藤龍三郎（国立社会保障・人口問題研究所）

なお松下・大会運営委員長とともに大会運営に当たられた関西大学経済学部の浜野潔，山本千映，

野坂博南の各会員に厚く感謝申し上げる． （佐藤龍三郎記）
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